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2.　処置欄には不良の場合の状況及び不良箇所の是正を明記すること。　　※不備や異常を認めた場合は、直ちに補修すること（労働安全衛生規則第567条）。

1.　評価欄記号　○・異常なし、×修理・交換・調整を要す。

処置

点検者

中桟の高さは ３５cm以上 ５０cm以下か

妻面に手すり及び中さんは設置されているか

幅木、メッシュシート、防網は取り外されていないか

幅木は脚柱等に確実に取付けられているか

メッシュシートは全てのハト目で、緊結されているか

防網は、 つり綱で確実に緊結されているか

令和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付
　　　　点検項目

床材と床材の隙間は３㎝以下となっているか

床材の幅は４０㎝以上となっているか

床
材

緊
結

建
地

継手金具（ジョイント等）に損傷、腐食はないか

作業開始点検表　単管足場

建地は、単管ジョイント等で確実に接続されているか

手すり、中さん、幅木の取り外し及び脱落の有無

手すり、中さん、幅木は確実に固定されているか

手すりの高さは ８５（９０）cm以上か

墜
落
防
止

床材に変形、損傷はないか

床材は腕木にゴムバンド等で確実に固定されているか

床材と建地の隙間は１２cm未満となっているか

布、腕木は専用緊結金具で確実に取り付けられているか

建地、布、腕木の取付部にゆるみはないか

金具（クランプ等）に損傷、腐食はないか

控えはクランプで緊結されているか

建て枠、布枠、交さ筋かいに変形、損傷はないか

脚
部

筋
か
い

　
　
控
え

飛
来
落
下
防
止

敷板、敷角に異常な沈下、滑動はないか

ベース金具は敷板に確実に釘止めされているか

根がらみは所定の位置にクランプで緊結されているか

筋かい、控え、振れ止めは取り外されていないか

専用の壁つなぎ用金具が使用されているか



建設業労働災害防止協会

「足場先行工法に関するガイドラインのあらまし」より抜粋


